
サービス付き高齢者向け住宅に係る 

法改正等の概要について 

鳥取県生活環境部くらしの安心局住まいまちづくり課 



○サービス付き高齢者向け住宅とは 

 平成２３年度の「高齢者の居住の安定確保に関する法律（高齢者住まい法）」の改正
により創設された登録制度です。 





○サ付き住宅整備事業に係る市区町村への意見聴取 

＜基本的な方針＞ 
 ・検討会の中間とりまとめの指摘を踏まえ、平成２７年度におけるサ付    
  き住宅整備事業の支援に当たっては、立地等に係る市町村への意見聴  
  取を要件とする。 
 ・意見聴取の対象とするのは、平成２８年１月１日以降に交付申請する   
    場合とする。 

＜意見聴取の際の観点の例＞ 
 ・地域における高齢者住宅の必要量の確保 
 ・公共交通機関へのアクセス 
 ・医療・介護施設との連携  等 

 サ付き住宅の質の向上や適正立地など、時代のニーズに即応した施
策の徹底した見直しについて検討を行う有識者を構成員とする検討会。 

■サ付き住宅の整備等のあり方に関する検討会 



＜意見聴取の方法＞ 

 ・意見聴取は、サ付き住宅の登録主体を通じて行い、政令市・中核市は 
    直接、その他の市町村は都道府県を通じて行う。 
 ・都道府県においては、あらかじめ、各市町村に対して、意見聴取手続 
    きの必要性について確認する。 
 ・事業者から申請があった際には、手続きが必要な市町村に対してのみ、 
  意見聴取を行うものとする。 

        ≪意見聴取の手続きイメージ≫ 



○鳥取県サ付き住宅事業の登録等に関する要綱の一部改正 

   ≪知事が認める同居者の要件≫ 
  １．介護保険法第１９条第１項に規定する要介護認定を受けている入居        
    者の介護を行う者若しくは同条第２項に規定する要支援認定を受け 
    ている入居者の支援を行う者 
 
  ２．入居する高齢者が扶養している児童（児童とは１８歳に達する日 
    以後の最初の３月３１日までの間にある者） 
 
  ３．入居する高齢者が扶養している障害者で身体障害の程度が障害者 
    手帳の１級から４級までのいずれかに該当する者 
   
  ４．精神障害の程度が精神障害者手帳の１級から３級までのいずれかに 
    該当する者 
     
  ５．知的障害の程度が鳥取県の交付する療育手帳における等級Ａ若しく 
         はＢまたはこれらに相当する程度の者 





ご清聴ありがとうございました 


